
1

庄原市帝釈峡博物展示施設 時悠館
稲村秀介

令和元年９月１日（日）
当館研修室

時悠館春・夏の企画展「知られざる比婆山信仰の世界」

１．いにしえのハイウェイ

◆比婆山伝説地は、いにしえのハイウェイ
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母塚山（標高276ｍ、鳥取県南部町）

比婆山（標高331ｍ、島根県安来市）

御墓山（標高758ｍ、鳥取県日南町）

比婆山（標高1264ｍ、広島県庄原市）

１．いにしえのハイウェイ

２．比婆山の「再発見」

◆比婆山信仰圏
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１．いにしえのハイウェイ

◆スサノオの旅路 ―宣揚祭と御陵祭―

船通山（標高1142ｍ、島根県奥出雲町） 宣揚祭、スサノオの剣舞（7月28日）
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剣舞するスサノオが見ている景色

１．いにしえのハイウェイ

◆スサノオの旅路 ―宣揚祭と御陵祭―

比婆山御陵（標高1164ｍ、広島県庄原市） 御陵祭（7月28日ないし直近の日曜日）
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御陵「七本栂（しちほんとが）」の命（みこと）神社（7月28日は「イザナミの命日」と伝える）

１．いにしえのハイウェイ

◆スサノオの旅路 ―宣揚祭と御陵祭―

乱暴狼藉の末、
高天原を追われた
スサノオノミコトは

斐の川上、
「鳥髪」の地に

降り立った。
（『古事記』）
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２．塩町式土器

◆さいしょの「クニ」

塩町式土器とその分布
（稲村2005「弥生時代」『庄原市の歴史』通史編を改変）塩町式土器（庄原市新庄町和田原Ｄ地点遺跡）

和田原遺跡群

２．塩町式土器

◆さいしょの「クニ」

〔例〕

御神田山（おがんだやま）遺跡群

比婆山連峰

佐田谷（さだだに）・
佐田峠（さだだお）墳墓群

和田原遺跡群
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２．塩町式土器

◆弥生人の旅路 ―代山遺跡・国竹遺跡、熊野神社境内遺跡―

熊野神社境内遺跡の弥生土器（庄原市西城町）

２．塩町式土器文化圏

◆弥生人の旅路 ―国竹遺跡―

国竹遺跡（田中義昭・石田為成2000「島根県横田町国竹遺跡出土の鉄斧について」『島根考古学会誌』第17集）

板状鉄斧

塩町式脚台付鉢形土器
北部九州の壺形土器

塩町式甕形土器

塩町式高坏形土器

塩町式壺形土器
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２．塩町式土器文化圏

◆弥生人の旅路 ―熊野神社境内遺跡―

出土地点

この部分に相当

熊野神社境内遺跡（平成31年４月27日発見）

○参考資料

和田原B地点遺跡（庄原市新庄町）

の弥生時代中期後半の甕形土器

（出典：財団法人広島県埋蔵文化財調査

センター1988『和田原遺跡』）

２．塩町式土器

◆弥生人の旅路

塩町式土器とその分布
（稲村2005「弥生時代」『庄原市の歴史』通史編をもとに作成）

熊野神社境内遺跡の弥生土器
（庄原市西城町）

代山遺跡

熊野神社境内遺跡

国竹遺跡

下古志遺跡

和田原遺跡群

山根屋遺跡

15

16



9

３．古墳の起源

◆前方後円墳は「結果」

大迫山第１号古墳（庄原市東城町）

（４世紀前半、全長45．5ｍ）
（『東城町史』資料編）

３．古墳の起源

◆前方後円墳は「結果」

西谷（にしだに）３号墓（島根県出雲市）
（ 『吉備の弥生大首長墓・楯築弥生墳丘墓』福本明著
新泉社）

楯築（たてつき）弥生墳丘墓（岡山県総社市）
（ 『吉備の弥生大首長墓・楯築弥生墳丘墓』福本明著 新泉社）

箸墓（はしはか）古墳（奈良県桜井市）
（ 20120606 中国新聞「卑弥呼の古墳2D測量奈良･箸墓3段構造と判明」 ）

17

18



10

突出部をもつ墳墓の変遷 （稲村2005「弥生時代」『庄原市の歴史』通史編をもとに作成）

四隅突出型墳丘墓の誕生とその展開
（島根県立古代出雲歴史博物館2007『弥生王墓誕生 出雲に王が誕生したとき』をもとに作成）
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３．古墳の起源

◆「突出部」というイノベーション

阿弥大寺１号墳丘墓
（鳥取県倉吉市）

宮山４号墓（島根県安来市）
田尻山第１号墓（山内町）

西谷３号墓（島根県出雲市）

陣山墳墓群（三次市）

佐田谷第１号墓（庄原市高町）

中期末（約２０００年前） 後期初頭（１C前半） 後期前半（１C） 後期後半（２C） 後期末（３C前半）

３．古墳の起源

◆「突出部」というイノベーション

「突出部」発明の意義

・上から見ると違うけど、
横から見ると ほぼ一緒。

・四辺が内湾した分だけ、
実際の墳丘は小さい。
（四隅が突出した分だけ、
墳丘の見た目は大きい。）

・大型化と省力化を両立！

方形台状墓と四隅突出型墳丘墓 （稲村2005「弥生時代」『庄原市の歴史』通史編）
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４．「庄原盆地 弥生王墓誕生」

◆さいしょの“弥生王墓”

ちゅうこうつき きゃくだいつき はちがたどき

注口付き 脚台付 鉢形土器
佐田谷（さだだに）３号墓（庄原市宮内町・高町）

佐田谷・佐田峠墳墓群
（『佐田谷・佐田峠墳墓群発掘調査報告書』研究編，2018）

４．「庄原盆地 弥生王墓誕生」

◆さいしょの“弥生王墓”

佐田谷３号墓 ＳＫ１４ 平面図
（『佐田谷・佐田峠墳墓群発掘調査報告書』調査編（2），2017）

佐田谷３号墓 主体部検出状況 SK14
（『佐田谷・佐田峠墳墓群発掘調査報告書』調査編（2），2017）
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４．「庄原盆地 弥生王墓誕生」

佐田谷・佐田峠墳墓群 墳丘築造の移り変わり
（野島永2018 「Ⅳ.佐田谷・佐田峠墳墓群からみた埋葬施設の構造変化」『佐田谷・佐田峠墳墓群発掘調査報告書』研究編をもとに作成）

４．「庄原盆地 弥生王墓誕生」

◆その「クニ」の名は？

塩町式土器とその分布（前出）

出雲と「高天原」を地図に探る
（『日本誕生の女神』庄原市、2016）
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ご清聴ありがとうございました。
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